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スポーツに対する原因帰属に関する研究

伊藤豊彦＊・島田正大＊＊

　　Toyoh1ko　IT0and－Se1d－a1SHIMADA
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I　目　　　　的

　達成行動の原因帰属理論は，成功・失敗がどのような

原因によって規定されたかという原因認知が，その後の

達成行動を認知的に媒介するとしている7）10）。この成功

・失敗を説明する主要な原因として，一般に能力（Ab－

111ty），努力（Effort），課題の困難度（Task　D1ff1cu－

1ty），運（Luck）の4要因が用いられる。さらにこれ

らの帰属要因は，統制の位置（Locus　of　contr01内的

一外的）と安定性（Stab111ty　安定一不安定）との2

次元上に分類され，統制の位置次元が感情反応に，安定

性次元が期待の変化に影響するとされる（表1を参照）。

　　　　　表1　成功失敗の認知的決定要因

統制の位置
安定性 内 的1外 的

安 定 能 力 課題の困難度

不安定 努 力 運

　たとえば，努力に帰属される成功は，課題のやさしさ

に帰属される成功よりも成功に対する誇りや有能感のよ

うな感情反応は高いと考えられる。また，能力不足に帰

属される失敗は，不運に帰属される失敗よりも次回の成

功への期待を大きく減じさせるであろう。つまり，以上

のような認知的プロセスを経て感情反応と期待の変化

が，最終的に次回以降の達成行動の強さ，方向，持続性

を決定するとされるのである。

　運動やスポーツの場面では，その特性としての競争性

から必然的に勝敗を繰り返し経験しなけれぱならないた

めに，その原因の認知過程は極めて重要な意味を持つと
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いえる。また体育の学習場面では，失敗経験の反復に起

因すると考えられる「運動ぎらい」や「体育ぎらい」の

問題がしばしば指摘されているように，スポーツにおけ

る原因帰属を検討することは，教師の具体的指導に有益

な手がかりを与えると思われる。

　ところで，体育・スポーツ事象を原因帰属の立場から

検討した研究は，そのほとんどが運動課題での成功・失

敗あるいはスポーツでの勝敗に対する原因帰属のパター

ンを検討したものであり1）4）5）6）9），体育・スポーツ場面

でのパフォーマンスが何によって規定されていると認知

しているかという一般的な傾向を検討しようとした研究

はみあたらない。

　また，体育・スポーツ事象を原因帰属の立場から検討

する場合，原因帰属と同様に運動パフォーマンスを規定

していると考えられる自己評価や態度などとの関係を検

討する必要があると考えられる。

　そこで本研究では，以下の2点を明らかにする目的で

行われた。

　1スポーツに対してどのような原因帰属の様相を示す

のか。また，原因帰属の様相は，高校・大学および性に

よって差異があるのか。

　2原因帰属と白己評価および態度との間にどのような

関連があるのか。

π　方　　　　法

　1　調査対象

　島根大学1，2年男子111名，女子68名および島根県

立隠岐高校2年男子29名，女子57名，計265名を調査対

象とした。

　2　調査期日

　調査は，昭和57年5月から6月にかけて実施した。

　3　調査内容

　まず，運動やスポーツに対する自信の程度を「白が信
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ある」（5点）から「自信がない」（1点）までの5段階

で尋ね，自已評価得点とした。

　次に，運動やスポーツに対する原因帰属について，能

力，努力，スポーツ技術のむずかしさ（課題の困難度），

運および教師の5つの要因ごとに，運動やスポーツでの

優劣とρ関連の強さを「非常に関係がある」（5点）か

ら「全然関係がない」（1点）までの5段階で尋ねた。

さらに，体育の学習内容として代表的な陸上，球技，器

械運動，水泳，格技，ダンスの6つの運動領域に対し

て，その優劣と5つの帰属要因との関係の強さを同様に

求めた。なお，本研究で教師要因を帰属要因として加え

たのは，体育やスポーツの学習場面で重要な役割を果し

ていると考えたためである。

　最後に，体育に対する態度を小林ら8）が作成した「体

育授業に対する態度」質問紙によって測定した。この質

間紙は，喜び・評価・価値の下位尺度各10項目，計30項

目から成り，それぞれの項目に対して「賛成」（3点）

から「反対」　（1点）までの3段階で回答を求めるもの

である。従って，態度得点は30点から90点までの範囲に

分布することになり，得点が高いほど体育授業に対して

好意的な態度を示している。

表2　スポーツに対する帰属得点の平均，標準偏差値

スポーツ
能力 努力 のむずカ

しさ
運 教師

男　　子 4．2 4．4 3．3 3．O 3．7

（N＝29） 0．81 0．83 0．89 1．09 1．23
高校

女　　子 3．6 4．1 3．2 2．3 3．2

（N＝57） O．98 O．92 O．89 O．85 O．82

男　　子 4．3 4．4 3．3 3．O 3．8
（N二111） 0．68 0．68 O．92 O．92 O．78

大学
女　　子 4．4 4．5 3．4 2．9 4．O

（N＝68） O．66 O．61 O．83 O．77 O．75

37

4

3

2

H大学男子H　〃　女子
ローo高校男子
H　〃　女子

皿結果と考察

　1　スポーツに対する原因帰属について

　まず，運動やスポーツでの優劣に対する原因帰属得点

の平均値および標準偏差値を表2に示した。またそれら

を図示したものが図1である。

　図1からもわかるように，最も重要視されている要因

は，努力要因と能力要因であった。次いで教師要因，課

題の困難度要因（スポーツ技術のむずかしさ）の順とな

り，運要因は最も関係が少ないと評定された。この傾向

は，高校女子の帰属得点がいずれの要因についてもやや

低いもののほぼ一定したものであるといえよう。

　一般に，運動やスポーツで良い成績を上げるために

は，練習やトレーニングなどの長期にわたって努力を必

要とする遇程を経なければならない。また一方では，運

動能力やセンスなどの運動やスポーツに必要とされる先

天的能力が成績に大きく影響するという事実もある。さ

らに，体育やスポーツの学習場面では，体育教師やコー

ヂも学習過程において重要な役割を果している。従って

，努力，能力，教師要因が運動やスポーソにとって比較

的重要であると認知されたものと思われる。

　原因帰属と学習意欲あるいは動機づけとの関係をみる

と，自已の成績が努力によって規定されているという認

知は，たとえ失敗を経験しても次回はさらに努力すれ

〉　　　r11　　　■l　　r　　　一
σ　　　｝　　　O　O　　l＝　　　0
…1　　δ　　＝ω　o　　0
く　　｛　　δ’　　　　　7
　　　　　I＝　　　　　　　　　　r

　　　　＜

図1　スポーツに対する帰属得点

ば成功できると考えるために最も望ましいとされてい

る2）。それに対して，本研究で示されたようなスポーツ

での優劣が能力要因に強く規定されているという認知

は，失敗を経験した場合，能力の低さに帰属される可能

性が強く，結果として学習意欲は高まらないと考えられ

る。従って，教師やコーチは，指導に際して課題の系統

的指導や失敗が直接能力不足を意味しないような学習場

面の雰囲気作りに配慮する必要があると思われる。この

ような意味においても教師要因が重要であると認知され

ているといえよう。

　次に，陸上・球技・器械運動・水泳・格技・ダンスの

6つの運動領域での優劣に対する原因帰属得点を表3に

示した。また図2は，それらを図示したものである。

　各運動領域の比較において，特筆すべきものをあげる

と，まず陸上運動では努力要因よりもむしろ能力要因が

高い得点を示す傾向のあることがわかる。つまり，本人

の努力よりも先天的で比較的変化しにくいと考えられる

能力によって陸上運動の優劣が規定されると認知してい

ることを示している。陸上運動は走・跳・投に代表され

るように，基礎的な運動能力が必要とされる。またその

成績は，記録によって能力の優劣が客観的に示される。

このような陸上運動の特性によって，能力要因が重視さ
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表3　運動領域別の帰属得点の平均値と標準偏差値

陸　　上

球　　技

器　　械

水　　泳

格　　技

ダンス

男　　子

女　　子

男　　子

女　　子

男　　子

女　　子

男　　子

女　　子

男　　子

女　　子

男　　子

女　　子

高　　　　　　　　校

能　力

4．0

1．23

3．7

1．06

3．9

0．99

3．3

0．87

4．0

1．21

3．5

1．04

3．4

1．21

3．1

1．01

3．5

1．27

3．2

0．96

3．1

1．30

2．7

1．13

努　力

3．9

1．17

4．1

0．87

4．4

0．86

4．1

0．83

4．1

1．01

4．1

0．83

4．1

1．06

3．9

1．03

4．2

1．11

3．8

1．15

3．6

1．32

3．2

1．23

種目のむ
ずかしさ

3．2

1．00

3．0

0．83

3．8

0．82

3．4

0．78

4．2

0．85

3．7

0．93

3．3

1．03

3．2

0．91

3．5

0．99

3．4

0．98

3．2

1．18

2．6

0．94

運

2．7

1．03

2．4

0．76

3．2

1．09

2．6

0．95

2．6

1．15

2．3

0．78

2．4

0．95

2．3

0．75

2．7

0．90

2．4

0．89

1．8

0．97

1．8

0．73

教　師

3．4

1．09

3．1

0．84

4．1

1．01

3．4

0．78

3．8

1．01

3．2

0．91

3．6

1．05

3．O

O．87

3．6

0．90

3．0

0．86

3．2

1．40

2．6

1．07

大　　　　　　　　学

能　力

4．2

0．91

4．4

0．78

4．O

O．84

3．9

0．79

4．2

0．93

4．2

0．82

3．7

1．04

3．7

0．91

3．8

1．03

3．7

0．84

3．7

1．25

3．6

1．04

努　力

4．1

0．96

4．1

0．64

4．4

0．76

4．5

0．61

4．3

0．83

4．4

0．56

4．4

0．74

4．5

0．58

4．3

0．80

4．3

0．61

3．8

1．02

4．O

O．83

種目のむ
ずかしさ

2．8

0．93

2．9

0．89

3．4

0．90

3．4

0．80

2．3

0．85

2．6

0．76

3．2

0．91

2．9

0．91

3．9

1．03

4．2

0．70

3．0

0．93

3．O

O．89

3．3

0．93

3．5

0．76

3．2

1．03

3．2

0．92

2．3

0．90

2．4

0．76

2．2

0．83

2．2

0．75

2．8

0．92

2．7

0．90

1．9

0．91

1．9

0．72

教　師

3．6

1．01

3．8

0．88

3．8

0．96

4．O

O．82

4．1

0．98

4．1

0．82

3．7

0．98

4．O

O．85

3．9

0．94

4．O

O．67

3．8

0．97

3．7

0．96

れたと考えられる。

　次に器械運動では，他の運動領域と比較して，能力，

努力，課題の困難度（種目のむずかしさ）要因がいずれ

も高い得点を示している。これは，器械運動が日常の運

動とは異なる運動を要求される種目であり，技術の程度

に応じて能力差が明確にされる傾向があるためではない

かと思われる。

　球技・水泳・格技およびダンスでは，努力要因が最も

重視される傾向が認められた。つまり，陸上や器械運動

よりも努力によって優劣が規定されると認知される傾向

の強いことを示している。

　一般に陸上や器械運動は，児童・生徒のきらいな種目

として上げられることが多いが本研究結果は原因帰属の

観点からそれら種目の特性を反映しているのではないか

と思われる。これらの種目に対して白已の能力が低いと

認知したり，種目自体が本人の能力以上に困難であると

認知している者は，失敗経験を能力不足や課題のむずか

しさに帰属し結果的に意欲は高まらないであろう。そし

て，このような認知的プロセスを繰り返し経験すること

によりrきらい」になっていくと考えられる。陸上や器

械運動においては，他の運動領域と比較して上記のプロ

セスに陥る可能性が高いために，その指導に十分留意す

る必要があると思われる。

　2　自已評価および態度と原因帰属との関係について

　白己評価および態度と原因帰属との関係をみるため

に，自己評価得点および態度得点を基準変量，運動やス

ポーソでの優劣に対する5つの帰属要因を説明変量とし

重回帰分析を行った。男女および高校・大学別の重相関

係数と標準偏回帰係数を示したものが，表4，5であ

る。

　まず自已評価について，原因帰属が規定しているか否

かを検討するために重相関係数をみると，大学女子に1

％水準で有思な係数が認められた（R＝0482，F（5，62）

＝3．76）。また高校女子では有意な傾向が認められた（
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表4　自已評価に対する帰属要因の標準偏回帰

　　　係数と重相関係数
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表5　態度に対する帰属要因の標準偏回帰係数

　　　と重相関係数

高　　　校 大　　　学

帰属　　性
要因

男　子 女子 男　子 女子

能　　　力 一．264 一．326 一．092 ．094

努　　　力 ．390 ．230 ．172 ．175

スポーツのむ
ずかしさ ．218 一．062 ．031 一．301

運 ．O09 一．347 一．112 ．249

教　　　師 一．366 ．188 ．104 ．193

※※
重相関係数 ．448 ．414 ．252 ．482

高　　　校 大　　　学

帰属　　性
要因 男子 女子 男子 女子

能　　　力 一．233 一．084 一．062 一．162

努　　　力 ．443 一．046 ．261 ．041

スポーツのむ
ずかしさ

一．242 ．126 一．154 ．015

運 一．307 ．002 一．136 ．150

教　　　師 一．465 ．121 ．186 ．151

※

重相関係数
※※

．636 ．192 ．369 ．271

※※P＜0．01

一162

R二〇．414，F（5，51）二2．11，P＜．1O）。一方男子におい

ては，高校・大学ともに有意に至らなかった。

　そこで，どの帰属要因が最も自已評価を規定している

かを検討するために，各帰属要因の標準偏回帰係数をみ

ると，まず高校男子において努力要因に正の，教師要因

には負の大きな係数が示されている。これは，運動やス

ポーツでの優劣が努力要因と関係が深いと認知するほど

自已評価も高くなると予測され，教師要因と関係が深い

と認知するほど自己評価は低いと予測されることを意味

している。大学男子においても努力要因に最も高い正の

係数が示されている。一方，高校女子では，運要因と能

力要因にそれぞれ高い負の係数が認められた。これは，

運動やスポーソでの優劣と運要因および能力要因との関

係が深いと認知する者ほど，予測される自已評価が低い

ことを意味している。また，大学女子では課題の困難度

要因に高い負の係数が認められた。これは，スポーツの

むずかしさと関係が深いと認知するほど自己評価が低減

されることを意味している。

　以上の結果を男女別にまとめると，男子の場合，運動

やスポーツでの優劣と努力要因との関係が深いと認知す

るほど自已評価は高いと予測される傾向があるのに対し

て，女子では，能力要因や外的要因である運要因，課題

の困難度要因と関係が深いと認知するほど白已評価を低

減させる傾向があるといえよう。男子において，努力要

因が自己評価を高めるという結果は，男子が運動やスポ

ーツを努力すれば上達できると認知する傾向があるため

ではないかと思われる。つまり，スポーツでの成績が努

力によって規定されるという認知が自已評価を高める作

用を有していると考えられるのである。一方女子の場

合，能力要因や課題の困難度要因を運動やスポーツ場面

※P＜O．05，※※P＜O．01

では自己の能力は低くスポーツ自体もむずかしすぎると

いうように否定的に認知する傾向があるのではないかと

推測される。このような認知は，結果的に自己評価を低

減させると考えられるからである。

　自已評価は原因帰属と同様に学習意欲や動機つけを規

定する要因と考えられるが，白己評価を規定する原因帰

属要因が男女において異なるという結果は，体育やスホ

ーツの指導に有益な手がかりを与えると思われる。

　次に，体育授業に対する態度と原因帰属との関係を検

討することにする。まず重相関係数をみると，高校男子

において5％水準（R＝O．636，F（5，23）二3．13），大学

男子においては1％水準（R＝O－369，F（5，1岬＝3．30

）でそれぞれ有意であった。女子においては，高校・大

学とも有意な重相関係数は認められなかった。

　そこで，どの帰属要因が最も態度を規定しているかを

みるために標準偏回帰係数をみると，高校男子では努力

要因に正の，教師要因には負の大きな係数が認められた

。これは，運動やスポーツでの優劣と努力要因との関係

が深いと認知するほど体育授業に対する好意的態度も高

く，教師要因と関係が深いと認知するほど好意的態度は

低いと予測されることを意味している。大学男子におい

ても努力要因に高い正の係数が認められ，努力要因と関

係が深いと認知する者ほど好意的態度が高いと予測され

ることを示している。

　一方女子の場合，高校・大学ともにいずれの係数も低

い値を示しているため明確ではないが，高校では課題の

困難度要因が，大学では能力要因が最も大きい値を示し

ている。これは，運動やスポーツでの優劣と課題の困難

度要因との関係が深いと認知するほど，また能力要因と

関係が深いと認知するほど好意的態度を俸減きせる傾向
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があることを示している◎

　以上をまとめると，自己評価と同様に，男子では努力

要因が好意的態度を高める傾向にあるのに対し，女子で

は能力要因と課題の困難度要因が好意的態度を低減させ

る傾向があるといえよう。つまり，男子の場合，努力要

因を成績を規定する肯定的要因と認知し，女子では，努

力の必要性は認めるものの成績には反映されず能力や課

題の困難度要因を否定的要因と認知するという差異が，

態度を規定する帰属要因における差異をもたらしたと考

えられるのである。

　以上，原因帰属が自已評価と態度とを規定しているか

についてはいずれの重相関係数も低く十分支持されてい

るとはいえない。しかしながら，男女において重要な規

定要因が異なり，帰属要因の内包的意味の捉え方に性差

のあることが示唆された。学業成績の原因帰属を検討し

た速水と長谷川3）は，男女において帰属要因間の関係が

異なって認知されていることを指摘しているが，本研究

における性差がスポーツ場面において特有なものか，ま

た発達段階を通して認められるのか今後検討を必要とさ

れるであろう。また，原因帰属を測定する場合，その測

定方法に十分注意する必要があると思われる。

1V要　　　　約

　本研究の目的は，スポーツに対する原因帰属の様相と

自已評価および体育授業に対する態度と原因帰属と関係

を明らかにすることであった。

　主な結果は以下の通りである。

　1運動やスポーツでの優劣は，主として努力，能力，

教師要因に規定されると認知する傾向が認められた◎ま

た，各運動領域別にみると，陸上運動では能力要因が，

器械運動では能力および課題の困難度要因がそれぞれ重

要であると認知される傾向が認められた。さらにこれら

の傾向は，男女・高校・大学を通して一定したものであ

った。

　2自已評価および態度と原因帰属との関係において，

その関係は十分なものとはいえないが，男子においては

努力要因が自已評価と態度を高める方向に作用している

のに対して，女子の場合，能力要因と課題の困難度要因

が自己評価と態度を低減させる方向に規定する傾向が認

められ，帰属要因の内包的意味の捉え方に性差の存在す

ることが示唆された。
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